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今回発表の

事業所や

サービスの

紹介

社会福祉法人フロンティア デイサービス部会

社会福祉法人フロンティアが運営する豊島区、中野区、文京区にあるデイサー

ビス９事業所の現場職員によりデイサービス部会を立ち上げ、事業所共通の課

題解決、ネットワーク作りのために毎月１回活動している。

《研究前の状況と課題》

法人内の９つのデイサービス事業所では

事業所同士のつながりをあまり持っておら

ず、狭い事業所内だけで課題解決を試みてい

た。そのため糸口を見いだせない課題も多

く、現場職員が苦しんでいる状況があった。

平成２１年度、法人内デイサービス事業所

間のネットワーク作りと共通課題を解決す

る目的で、現場職員によるデイサービス部会

を立ち上げた。部会にて各事業所で共通する

課題について検討しその解決を試みた。しか

し各事業所により課題に対する職員の意識、

課題の背景などが異なり、同じ土俵で検討す

るには無理が生じ、根本的な解決には至らな

かった。

そこで法人内デイサービス職員の意識の

ベクトルを揃えることが必要と考え、職員の

意識改革が平成２２年度デイサービス部会

の課題となった。

《研究の目標と期待する成果》

職員の考え方のベクトルを揃えるにあた

り、やみくもに共通認識を持たせるのではな

く、地域の声に応えるという意識を持つこと

で、提供しているサービス内容は事業所によ

り異なっても、法人としての共通認識を持つ

ことができると考えた。

そこで、職員が良いと思うサービスを展開

するのではなく、地域の生の声を聞き取り、

その声に応える形で提供するサービスを検

討するという一連の流れを、自分たち現場職

員が経験することが必要と考えた。そうする

ことで、地域に足を運ぶことの重要性に気づ

き、各事業所がより地域に求められるデイサ

ービスになることを期待して、ケアマネジャ

ーからの情報収集と業務改善に取り組んだ。

私たちは「足」で、地域の声を聴きました！主題

地域に求められるデイサービスになるためのデイサー

ビス現場職員の意識改革

副題

高齢者在宅サービスセンター 東池袋豊寿園事業所６ヶ月

意識改革 

様式２ 
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《取り組みの結果と評価》

１．各事業所の職員が地域の生の声を聞き取

ることの重要性に気づき、積極的に居宅介

護支援事業所を訪問するようになった。そ

のため、「事業所のサービスは、地域の声

をもとに検討する」という業務の新しい流

れが定着しつつある。また、ケアマネジャ

ーとの連携強化にもつながった。

２．年間を通して稼働率が５％、１０％、１

５％向上した事業所がそれぞれ１か所ず

つあった。また稼働率の変動は見られない

事業所においても、利用者の声を聴いて新

たな活動を取り入れるなど様々な動きが

出始めている。

《まとめ》

地域のニーズを調査し、ニーズに応えるべ

く事業を展開していくことは社会福祉を実

践する上で基本と言えるが、業務に追われる

中でその基本ができていない事業所が多く

あるのではないだろうか。今一度「自分たち

は地域から何を求められて、何のために働く

のか」ということを職員一人一人が確認でき

る体制を事業所として整えていくことで、よ

り地域に必要とされるデイサービスになっ

ていけるのではないだろうか。

《具体的な取り組みの内容》

１．職員が考える「必要とされるデイサービ

ス」についてブレインストーミングで意見

を出しＫＪ法でまとめた。

（７事業所 職員１０人 ２時間程度）

２．地域にある３５事業所、５０人のケアマ

ネジャーへアンケート「求められるデイサ

ービスとは？」を実施。結果をＫＪ法でま

とめた。（調査期間 １ヶ月）

※１と２の結果を精査したところ、以下の３

点が分かった。

①職員が考える「必要とされるデイサービ

ス」は、利用者・ケアマネジャーの声とそ

れほど乖離していなかった。

②利用者が選びやすいように事業所ごと

のわかりやすい「ウリ」が必要である。

③利用者・ケアマネジャーは「スタッフの

しっかりとした対応」を求めている。

３．②③を実現するためには、現場職員クラ

スのみではなく、事業所全体で取り組むこ

とが必要となった。そこで、デイサービス

部会は管理職クラスに一連の調査の経緯

と業務改善の必要性をプレゼンテーショ

ンした。各管理者はそれに応え、業務改善

３ヶ月プランを立案した。

４．プランに基づき業務改善を試みた。

（取組期間 ３ヶ月）

《提案と発信》

【メモ欄】

社会福祉を取り巻く環境が変わることによって社会福祉事業所も変化を求

められている。そのような中だからこそ、各職員が「利用者や地域から何を

求められているのか」、「自事業所の特徴は何なのか」、「自分たちは何のため

に存在しているのか」を地域の声からつかみとる努力を続けることが必要な

のではないだろうか。


